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森林由来J-クレジット創出者向け
ハンドブックのご紹介
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 本ハンドブックは、J-クレジットの創出に初めて取り組む森林・林業関係者に向けて、必要な手続やク
レジット創出の際の注意事項などをできる限り分かりやすく解説することを目的として作成したもので
す。

 本マニュアルは以下の章で構成されており、プロジェクト参画検討から販売・活用までを網羅していま
す。

森林由来J-クレジット創出者向けハンドブック とは

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

森林管理プロジェクトに参加するためのポイント

方法論FO-001の実施手続～ステップ・バイ・ステップ～

プロジェクト実施者の義務

クレジットの販売と活用

吸収量の算定方法とモニタリング方法
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 森林クレジットを創出するため森林管理プロジェクトに参加したいけれど、まずどこから手を付けていい
か分からないという声をお聞きします。

 第1章では、プロジェクトに参加する上で初めに考慮すべき4つのポイントをご紹介しています。

コンテンツ紹介
第1章 森林管理プロジェクトに参加するためのポイント

長期にわたって森林経営計画を立て続けられるか

Point 1
中長期的な視点で持続的な森林経営を行うことができるか

Point 2
森林吸収量がどの程度見込めるか

Point 3
プロジェクトを実施するための人員が整っているか

Point 4
クレジットの販売先は見込めるか

森林の正味の吸収量がどのくらいあるか

人員の確保がカギ

作ったはいいけど、売れなかったら意味がない

森林管理プロジェクト参加検討のポイント

４つのポイントをおさえた上で、
プロジェクトの登録要件確認へ
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 第2章では、方法論FO-001を実施するにあたり必要なプロセスを、全体フローに基づき順を追って
解説しています。

コンテンツ紹介
第2章 方法論FO-001の実施手続

登録準備期間

準備

• 参加条件（方法論適用条件、追加性要
件）のクリア森林所有者等権利保有者
の同意取り付け

計画

• プロジェクト計画書の策定

妥当性確認

• 審査機関による妥当性確認

登録申請

• 制度管理者への登録申請
• 認証委員会の審議・承認

認証対象期間 認証対象期間後10年間

プロジェクト実施

• 森林の施業・保護や伐採木材の搬出

＜クレジット発行を受けたいタイミング＞
※認証期間終了の１年後まで

モニタリング算定

• 吸収量算定に必要なデータ等の入手

モニタリング報告書

• モニタリング結果を踏まえ、モニタ
リング報告書の作成

検証

• 審査機関による検証

認証申請

• 制度管理者への認証申請
• 認証委員会の審議・承認

永続性担保

• 森林経営計画の提出（毎年）
• 森林の状況等の報告 等

再造林モニタリング期間登録

• 再造林モニタリング
期間中の土地転用等
に対する対処（消失
相当分の補填）

方法論FO-001実施の流れ

本日掲載事例ご紹介

販売移転・無効化

• 発行したクレジットの販売、移転・無効化
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 認証対象期間の考え方を踏まえた効率的なクレジット創出について解説しています。

コンテンツ紹介
第2章 方法論FO-001の実施手続 認証対象期間の考え方

＜ポイント＞

• 必ずしも全ての森林でプロジェ
クト（認証対象期間）中に
間伐をする必要はないこと

• 1990年以降に施業を
実施した履歴を証明できれば、
保護（巡視）を
実施した年度以降、毎年吸収量
を算定できること
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 第2章では、プロジェクト登録の準備段階で対応が必要
な、森林所有者等権利保有者との合意形成について、
事例を用いてより詳しく解説しています。

コンテンツ紹介
第2章 方法論FO-001の実施手続 登録準備期間

プロジェクト計画書の作成

審査機関による妥当性確認

制度管理者への登録申請

森林所有者等権利保有者の同意取り付け
プロジェクト登録要件の確認（第1章）

登録申請時の義務の確認

プロジェクトの計画から登録までのステップ
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 第3章では吸収量の算定方法とモニタリング方法についてより具体的に解説しています。
 令和４年８月の制度改正によって新たに算定対象となった項目や、航測データの活用事例など効
率的なモニタリングのコツを紹介しています。

コンテンツ紹介
第3章 吸収量の算定方法とモニタリング方法

各項目のモニタリング・算定方法

育成林のモニタリング

主伐・再造林のモニタリング

吸収量算定の考え方 等

天然生林のモニタリング

伐採木材のモニタリング

第3章コンテンツ
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 また本章では、審査機関によるモニタリング検証時に誤り等が多く指摘されるポイントについて、
過去の事例から推奨するミス防止対策についてまとめています。是非ご活用ください。

コンテンツ紹介
第3章 吸収量の算定方法とモニタリング方法 検証ポイント

検証ポイントについて コラム集
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■本ハンドブックは林野庁ウェブサイトにて近日公開予定です。

～ Coming Soon ～
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